

























2012 年度から比べて 332 人，＋ 5.60％増加している．近年，海外に駐在する家庭が国内経済情勢の
悪化に伴い治安も悪化するという厳しい環境下で暮らさなければならない状況にある．
　在マナウス日本国総領事館（2015）は，アマゾナス州の州都であるマナウス市が，ブラジルの北




km と日本の約 4.2 倍に相当する．その面積の約 98％は未開の原始林に覆われている．ブラジルの主
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要都市への輸送は空路と水路以外に交通の手段がなく，直線距離でブラジリアまで約 1930km，サン・
パウロまで約 2680km，リオ・デ・ジャネイロまで約 2845km である．マナウス市の気候は，熱帯サ
バナ気候のため年中，高温多湿の日々が続いている．乾季（比較的雨の少ない時期：6 月〜 9 月）と
雨季（雨の多い時期：12 月〜 3 月）の 2 シーズンあり，4 月と 5 月は雨季から乾季への，また，10
月と 11 月は乾季から雨季への移行期と位置付けられている．オリンピック・サッカー競技が開催さ





キリスト教が 54％，プロテスタントが 36％を占めている．邦人数は 2015 年 10 月現在，1,019 人（長
期滞在者 250 人，永住者 769 人）である．また，1967 年のフリーゾーンの設置以来，本邦よりホン
ダ，ヤマハ，パナソニック，ソニーなど約 40 社が進出しており，これら企業の生産額はフリーゾー




2015 年の犯罪認知件数は 106,228 件で前年比と比べ 14.66%（13,581 件）増加している．その中でも，
殺人，強盗殺人，強盗事件等の凶悪犯罪が増加している．特に年間認知件数の多い犯罪を，人口 10
万人当たりの犯罪発生率 / 年に換算し，マナウスと日本で比較すると，殺人約 49 件 /10 万人（日本





3 校である．企業及び長期滞在者子弟の教育のため，昭和 58 年 4 月，マナウス日本人学校が開設され，
平成 28 年 4 月現在，32 名の児童生徒（同校は地元日系人子弟を対象とした「日本文化コース」を併
設しており，その子弟 12 名を含む）が同校で学んでいる．日本文化コースは，平成 5 年にブラジル
に永住している日系ブラジル人の子弟のために，日本語の教育と日本の文化を普及するために併設さ
れた．日本文化コースの児童生徒は，午前中は日本人学校で日本語を中心として学び，午後から現地
校でも学習をしていた．平成 23 年度から平成 25 年度の日本から派遣されている教職員は 6 名（校
長を含む），現地採用の教職員は 3 名，事務職員は 1 名，校務補職員は 2 名，警備職員は 4 名である．
学級数は 5 学級で 1 年生，2 年生，3・4 年生，5・6 年生，中学部の複式学級による学級編制である．
教科指導は主要教科において教科担任制をとっている．ただし，音楽，保健体育，図工（美術）は低







S58 S60 S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H26
全日 29 30 42 32 24 27 12 25 16 28 32 19 11 21 19 18 20
文化 14 11 12 5 8 15 16 13 12 13 13 12



































国語 社会 算数 理科 生活 音楽 図工 体育 水泳 家庭 学活 ポ語 現地理解
1 年　週 9 4 3 2 2 2 1 1 1 25
年 306 136 102 68 68 102 34 34 850
実週 9 4 3 2 2 2 1 1 1 6 31
2 年　週 9 5 3 2 2 2 1 1 1 26
年 315 175 105 70 70 105 35 35 910
実週 9 5 3 2 2 2 1 1 1 5 31
3 年　週 7 2 5 2.6 1.7 1.7 2 1 1 1 1 1 27
年 245 70 175 90 60 60 105 35 35 70 945
実週 7 2 5 3 2 2 2 1 1 1 1 1 3 31
4 年　週 7 2.6 5 3 1.7 1.7 2 1 1 1 1 1 28
年 245 90 175 105 60 60 105 35 35 70 980
実週 7 3 5 3 2 2 2 1 1 1 1 1 2 31
5 年　週 5 2.9 5 3 1.4 1.4 1.6 1 1.7 1 1 1 1 1 28
年 175 100 175 105 50 50 90 60 35 35 35 70 980
実週 5 3 5 3 1.5 1.5 2 1 2 1 1 1 1 1 2 31
6 年　週 5 3 5 3 1.4 1.4 1.6 1 1.6 1 1 1 1 1 28
年 175 105 175 105 50 50 90 55 35 35 35 70 980







国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 体育 水泳 技家 学活 英会話現地理解
1 年　週 4 3 4 3 4 1.3 1.3 2 1 2 1 1 1 0.4 29
年 140 105 140 105 140 45 45 105 70 35 35 50 1015
実週 4 3 4 3 4 1.3 1.3 2 1 2 1 1 1 0.4 2 31
2 年　週 4 3 3 4 4 1 1 2 1 2 1 1 1 1 29
年 104 105 105 140 140 35 35 105 70 35 35 70 1015
実週 4 3 5 4 4 1 1 2 1 2 1 1 1 1 2 31
3 年　週 3 4 4 4 4 1 1 2 1 1 1 1 1 1 29
年 105 140 140 140 140 35 35 105 35 35 35 70 1015






日本と同様の教育が受けられるように教育課程も編成されていた．授業日数を最低 200 日以上とし , 
1 単位時間は小学部 45 分，中学部 50 分である．児童生徒の在校時間は，全日の小学部は，月・金
曜日 7：30 〜 15：00，水曜日 7:30 〜 14:00，火・木曜日 7：30 〜 16：00 だった．全日の小学部（1
年生から 6 年生）も中学部も週当たりの授業時数は 31 時間で，これは日本国内と比較すると多い授
業時数となる．その背景には，治安面から放課後子どもたちが自由に外で遊べないという実態を , 日
本人学校が担保することと ,7 時間授業を設定することにより授業時数を確保することにある．また，
日本文化コースは，毎日午前 3 時間の授業を受ける（週当たり授業時数は 15 時間）．日本語授業，
全日コースの子どもたちと音楽，図工（美術），保健体育の実技授業を受けることになる．第 1 学期は，
4 月 1 日〜 7 月 31 日，第 2 学期は，8 月 1 日〜 12 月 31 日，第 3 学期は，1 月 1 日〜 3 月 31 日であ











































































ボランティアとして，日本の看護師国家資格と養護教諭 2 級免許のある者 1 名が児童生徒の怪我や気
分不快症状などに対応していた．特に児童生徒は，高温多湿の環境で熱中症をおこしやすいため，屋
内外行事ではその対応が不可欠だった．運動会の総練習では，怪我や熱中症の救護をして協力をして


















































を値上げしている．図 4 の折れ線グラフの警備費が緩やかな上昇が見られるように，毎年 10％前後












平成 24 年度 R ＄716,414,20 R ＄222,648.64  ¥8,238,000 程
1R ＄＝ ¥37 で換算平成 25 年度 R ＄724,018.70 R ＄246,945.94  ¥9,137,000 程


















































計　人口 10 万人単位で日本の約 35 倍の発生）も多発しているだけに，現地警察官からマナウス市
で発生している事件の概要，それらからの身の守り方を学ぶことは児童生徒にとっても大いに参考に
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Practice of Education at the Manaus Japanese School and Establishment of 
Its Crisis Management System
KATAKURA Yuko and KATAKURA Norio
Abstract: Though the public safety situation has steadily been deteriorating in Manaus City, the Manaus 
Japanese School is expected to carry out the same education activities as in Japan. The objective of this study 
is to demonstrate the current situation and challenges with regard to circumstances surrounding the Japanese 
school and the education therein. It has been essential to secure the safety of students in an educational 
environment deteriorating annually. Thus, the school has required management that would enable parents to let 
their children go to school without worry. The number of students at the Japanese school has gradually been 
declining. A budget reduction was unavoidable because of the school’s revenue drop due to decreased tuition 
fees from existing students and a reduction in the budget for safety measures. Facing the budget reduction for 
safety measures, the school has been operated on the basis of considering priorities and urgency. The students 
received education based on the curriculum guidelines set by the Japanese government. Also, a variety of 
programs and activities to promote “internationality” were added to the curriculum, such as a program for 
international exchange with local schools, a Portuguese course, a field trip program to the Amazon region, 
classes to promote international understanding, content-rich moral education programs, and participation in 
events hosted by the Japan-Brazil Association (Associacao Nipo-Brasileira). The goal of these curriculum 
programs was for students to develop an international understanding.
Keywords: Manaus, Japanese School, crisis-management system, education for international understanding, the 
current situation and challenges
